
ー
プ
ホ
ー
ム
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

当
該
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町

村
の
被
保
険
者
の
み
が
利
用
可
能
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
規
模

町
村
に
住
所
を
有
す
る
介
護
認
定
者

に
と
り
ま
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
範
囲
が
狭
め
ら
れ
る
な
ど
の
影
響

が
出
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
北
後
志
管
内
５
町
村
に

お
い
て
は
、
北
後
志
介
護
保
険
事
業

推
進
協
議
会
を
開
催
し
て
協
議
の
結

果
、
北
後
志
管
内
が
同
一
生
活
圏
域

で
あ
る
と
の
位
置
付
け
を
申
し
合
わ

せ
、
管
内
の
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い

る
当
該
施
設
の
相
互
指
定
を
行
い
、

各
町
村
の
被
保
険
者
の
利
用
の
利
便

性
を
確
保
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
、
９
月
13
日
に

積
丹
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
既
に
申
請

の
あ
っ
た
北
後
志
管
内
の
２
箇
所
の

施
設
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

答
申
を
得
て
、
指
定
を
承
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
残
る
６
箇
所
に
つ
い

て
も
申
請
書
が
提
出
さ
れ
し
だ
い
、

所
要
の
指
定
手
続
き
を
取
り
進
め
る

予
定
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
待
ち
望
ん
で

い
た
待
機
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て

は
、
心
配
が
回
避
さ
れ
る
朗
報
と
な

り
ま
し
た
。

月
22
日
開
催
さ
れ
た
本
年
度

の
敬
老
会
は
、
75
歳
以
上
６

０
４
人
の
皆
様
に
ご
案
内
を
申
し
上

げ
、
１
２
９
人
の
出
席
者
と
多
数
の

来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会

に
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
自
治
会
等

連
合
会
を
は
じ
め
、
町
内
各
地
域
の

婦
人
会
並
び
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

な
ど
実
行
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
充

実
し
た
運
営
に
多
大
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

年
４
月
１
日
施
行
の
介
護
保

険
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
施
設
『
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

月
末
現
在
の
外
来
患
者
数
の

状
況
は
、
延
べ
４,

４
５
７

年
度
か
ら
実
施
し
た
改
革
関

連
事
務
事
業
の
う
ち
、
特
に

料
金
の
引
き
上
げ
改
正
等
を
行
っ
た

主
な
事
務
事
業
の
８
月
末
現
在
に
お

け
る
収
入
実
績
の
状
況
は
、
水
道
使

用
料
で
は
、
２,

２
７
５
万
８
千
円

（
前
年
比
５
１
５
万
９
千
円
の
増
）、

牧
場
使
用
料
で
は
、
１
４
６
万
３
千

円
（
前
年
比
26
万
８
千
円
の
増
）、
国

民
健
康
保
険
税
（
現
年
分
）
で
は
、

５,

７
８
１
万
８
千
円
（
前
年
比
１,

２
７
２
万
５
千
円
の
増
）
と
い
う
状

況
で
す
。

い
ず
れ
も
、
町
の
貴
重
な
収
入
財

源
と
な
っ
て
お
り
、
現
下
の
厳
し
い

経
済
情
勢
の
下
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

人（
１
日
平
均
42
人
）で
、
昨
年
同
期

と
比
較
し
１
９
６
人
の
減
（
前
年
度

１
日
平
均
45
人
）
と
い
う
状
況
で
す
。

診
療
所
運
営
収
支
の
状
況
は
、
８

月
末
ま
で
の
収
入
が
約
２,

７
３
０

万
円
、
支
出
は
約
３,

８
８
０
万
円

で
、
差
引
き
約
１,

１
５
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
か
ら
の
院
内
薬
局
の
廃
止
や

職
員
の
総
人
件
費
等
運
営
経
費
の
抑

制
な
ど
、
引
き
続
き
運
営
の
合
理
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
患
者
の
利
用
対
策
な
ど
、
高
橋

所
長
を
は
じ
め
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
赤
字
縮
小
に
向
け
た
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
動
物
園
や
知
床
半
島
の
世

界
遺
産
指
定
の
影
響
な
ど
か

ら
、
８
月
末
現
在
、
対
前
年
比
若
干

の
減
少
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
下
、
各
施
設
の

売
り
上
げ
状
況
は
、
水
中
展
望
船
、

味
処
「
し
ゃ
こ
た
ん
」
に
つ
い
て
は
、

２
〜
５
％
の
増
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

「
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
」
に
つ
い
て
は
、
約

３
％
の
減
と
い
う
状
況
で
す
。
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今
後
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
関
係
者
共
々
集
客
の
た
め
の
取

り
組
み
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

月
８
日
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
「
ア
ジ
ア
圏
旅
行
会
社
と

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
」
に
町
、

観
光
協
会
及
び
株
式
会
社
積
丹
観
光

振
興
公
社
担
当
者
が
出
席
し
、
韓
国
、

中
国
、
香
港
等
25
社
の
海
外
旅
行
代

理
店
や
マ
ス
コ
ミ
の
方
々
に
、
積
丹

観
光
の
Ｐ
Ｒ
と
商
談
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

来
年
度
以
降
に
お
け
る
ア
ジ
ア
系

旅
行
者
の
訪
町
を
大
い
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

３
回
臨
時
会
に
お
い
て
議
決

を
い
た
だ
い
た
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
水
中
展
望
船
に
つ
い
て

は
、
８
月
29
日
、
株
式
会
社
積
丹
観

光
振
興
公
社
と
の
協
定
書
の
締
結
を

行
い
、
９
月
２
日
か
ら
そ
の
管
理
運

営
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。協

定
書
の
締
結
に
際
し
て
、
本
件

が
本
町
の
公
の
施
設
に
お
い
て
初
め

ン
と
来
い
積
丹
味
覚
祭
り
」

と
「
お
神
威
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」

を
一
本
化
し
た
「
第
１
回
積
丹
ソ
ー

ラ
ン
味
覚
祭
り
」
が
６
月
25
日
開
催

さ
れ
、
終
日
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、

早
朝
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、

例
年
に
無
い
ほ
ど
の
入
り
込
み
を
数

え
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

し
い
景
観
を
末
永
く
後
世
に

保
存
継
承
す
る
た
め
、
地
元

て
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
事
案

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
関
係
条
例
等
の
制
定
か
ら

指
定
管
理
者
の
選
定
に
至
る
過
程
に

お
い
て
、
町
議
会
及
び
同
特
別
委
員

会
あ
る
い
は
町
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
等
の
各
機
関
か
ら
い
た
だ
い
た

議
論
や
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
あ
る
い
は

ま
た
町
民
各
位
の
期
待
等
を
十
分
踏

ま
え
て
特
に
、

指
定
管
理
者
制
度
の
趣
旨
に
沿
い
、

協
定
内
容
の
遵
守
と
第
３
セ
ク
タ

ー
た
る
法
人
の
社
会
的
信
用
と
責

任
の
重
要
性
を
十
分
再
認
識
さ
れ
、

健
全
な
経
営
に
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
。

協
定
書
の
総
則
に
も
定
め
ら
れ
て

い
る
、
町
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
答
申
の
５
項
目
の
付
帯
意
見
の

実
現
に
最
善
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
。

の
２
点
に
つ
い
て
、
同
社
葛
西
代
表

取
締
役
に
対
し
て
、
格
別
の
配
慮
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
更
に
同
社
の
役
職

員
が
一
丸
と
な
り
、
水
中
展
望
船
の

安
全
か
つ
適
正
、
円
滑
な
管
理
運
営

を
通
じ
て
、
今
後
の
本
町
の
観
光
振

興
に
一
層
、
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
期
待
す
る
も
の
で
す
。

町
の
公
の
施
設
で
あ
る
行
政
財
産

か
ら
普
通
財
産
に
町
有
財
産
の
分
類

替
え
を
し
た
物
産
品
販
売
施
設
『
岬

の
市
場
』
に
つ
い
て
は
、
９
月
１
日
、

積
丹
町
地
場
産
品
販
売
促
進
協
議
会

と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
同
月
２

日
か
ら
そ
の
使
用
目
的
に
沿
っ
て
、

同
協
議
会
が
そ
の
運
営
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
た
な
公
設
民
営
方
式
に
よ
る
公

有
財
産
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
、
従

来
と
は
異
な
る
効
果
的
な
経
済
性
を

発
揮
さ
れ
、
地
場
産
業
の
振
興
と
所

得
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
関

係
者
の
方
々
の
一
層
の
連
携
強
化
と

運
営
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11

９
月
２
日
と
３
日
に
か
け
、
札
幌

市
大
通
り
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
全
道
ふ
る
さ
と
市
場
「
リ
ン
ケ
ー

ジ
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

６
」
に
当
町
か
ら
も
参
加
し
、
観
光

Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
の
販
売
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

（一）（二）



住
民
は
も
と
よ
り
観
光
客
の
環
境
美

化
に
対
す
る
国
民
的
意
識
の
高
揚
を

求
め
、
観
光
客
に
よ
る
ご
み
の
減
量

化
及
び
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
を
目

指
す
た
め
、
本
年
夏
か
ら
「
ご
み
持

ち
帰
り
運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

７
月
17
日
か
ら
の
運
動
期
間
中
、

観
光
客
へ
の
啓
発
運
動
や
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
に
、
技
能
士
会
、
町
内
会
、

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
商
工
会
及

び
観
光
協
会
の
会
員
の
ほ
か
、
町
外

の
民
間
法
人
や
行
政
機
関
な
ど
延
べ

約
３
０
０
人
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
看
板
の
設
置
や
啓
発
物
の

配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、
４
ト
ン
ダ
ン

プ
約
２
台
分
の
ご
み
の
収
集
が
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
の
運
動
を
、
今

後
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り

広
域
的
な
運
動
へ
と
拡
大
展
開
す
べ

く
、
国
や
北
海
道
な
ど
の
関
係
機
関

に
も
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
町
民
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
よ
り
約
２
週
間
の
遅
れ
で

始
ま
っ
た
今
年
の
農
作
物
の

作
柄
状
況
は
、
不
順
な
天
候
の
影
響

を
心
配
さ
れ
な
が
ら
も
収
穫
期
を
迎

え
る
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

当
初
の
計
画
見
込
額
を
下
回
る
厳
し

い
状
況
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
７
月
、
８
月
で

し
た
が
、
干
ば
つ
と
高
温
に
よ
り
、

馬
鈴
薯
と
カ
ボ
チ
ャ
が
小
玉
傾
向
で

経
過
し
て
お
り
、
今
後
の
収
穫
増
と

出
荷
時
ま
で
の
価
格
の
動
向
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

仁
木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
ミ
ニ
ト
マ

ト
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
栽
培
技
術

の
向
上
が
図
ら
れ
、
成
育
も
順
調
に

経
過
し
て
お
り
、
す
で
に
後
半
型
の

積
丹
産
が
出
荷
の
本
番
を
迎
え
て
い

ま
す
が
、
10
月
下
旬
ま
で
の
収
穫
を

期
待
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

と
価
格
の
高
推
移
等
の
市
場
動
向
か

ら
、
計
画
の
達
成
が
期
待
で
き
る
と

月
末
現
在
の
利
用
状
況
は
、

入
浴
者
数
８
万
４,

７
１
１

人（
前
年
対
比
２,

７
７
０
人
の
減
）、

海
道
を
は
じ
め
全
国
的
な
生

乳
生
産
調
整
に
よ
る
減
産
へ

の
取
り
組
み
が
顕
著
に
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
梅
雨
明
け
の
遅
れ

な
ど
気
候
の
変
動
要
因
が
消
費
の
低

迷
を
加
速
さ
せ
、
引
き
続
き
の
牛
乳

需
要
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、

年
度
途
中
の
更
な
る
減
産
強
化
策
の

検
討
が
始
ま
る
な
ど
、
一
段
と
厳
し

い
情
勢
の
中
で
、
本
町
の
生
産
者
に

お
い
て
は
、
更
な
る
乳
質
の
改
善
向

上
と
経
営
コ
ス
ト
の
抑
制
に
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
度
か
ら
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁

業
協
同
組
合
積
丹
支
所
青
年

部
が
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
始

め
た
「
森
か
ら
海
に
至
る
環
境
の
保

全
運
動
」
が
、
本
年
度
は
10
月
上
旬

に
「
豊
か
な
海
復
活
へ
の
森
林
回
復

植
樹
事
業
」
と
し
て
、
北
海
道
後
志

森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
全
面
的
な
支

援
の
下
で
、
漁
業
者
、
児
童
、
地
域

住
民
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ

岬
団
地
及
び
婦
美
団
地
の
下

刈
り
33
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

完
了
し
、
８
月
下
旬
よ
り
神
岬
団
地

の
除
伐
27
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
中
で

す
。降

雪
前
の
完
了
を
目
指
し
た
除
伐

施
業
面
積
の
追
加
確
保
を
図
る
た
め
、

緑
資
源
機
構
と
の
調
整
協
議
を
急
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き

保
育
事
業
の
拡
充
な
ど
、
分
収
造
林

る
予
定
で
す
。（
10
月
９
日
実
施
。
今

号
17
ペ
ー
ジ
実
施
状
況
掲
載
）

豊
か
な
森
か
ら
豊
か
な
海
の
環
境

づ
く
り
と
し
て
、
広
葉
樹
の
植
樹
や

サ
ク
ラ
マ
ス
の
放
流
な
ど
、「
森
と
海

の
繋
が
り
」
を
改
め
て
学
ぶ
、
こ
う

し
た
実
践
活
動
の
育
成
に
、
今
後
も

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12

入
館
料
等
収
入
総
額
７,

９
０
１
万

円
（
前
年
対
比
３
１
９
万
円
の
減
）

と
い
う
状
況
で
す
。

の
作
況
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。



年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
５

か
月
間
の
総
水
揚
量
は
、
１,

４
２
９
ト
ン
（
前
年
対
比
10
％
減
）、

総
水
揚
金
額
は
７
億
１,

９
０
０
万

円
（
前
年
対
比
13
％
減
）
と
厳
し
い

状
況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
主
力
魚

種
で
あ
る
イ
カ
漁
の
漁
場
が
半
島
海

域
の
南
北
に
点
在
し
た
こ
と
と
、
外

来
船
を
含
め
て
総
体
的
に
不
漁
が
続

い
て
い
る
こ
と
で
す
。

イ
カ
漁
に
お
い
て
は
、
高
騰
し
続

け
る
燃
油
価
格
が
経
営
を
圧
迫
し
、

漁
業
者
に
は
非
常
に
厳
し
い
生
産
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
秋

以
降
の
豊
漁
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

一
方
、
ウ
ニ
漁
は
、
海
藻
の
繁
茂

が
昨
年
に
引
き
続
き
良
好
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
水
揚
量
は
昨
年
よ
り
若

干
下
回
り
ま
し
た
が
、
水
揚
金
額
で

は
、
平
年
並
み
の
水
準
を
維
持
し
ま

し
た
。

新
た
な
漁
獲
資
源
と
し
て
の
ナ
マ

し
ゃ
こ
た
ん
漁
業
協
同
組
合

が
本
年
度
美
国
漁
港
内
に
建

設
を
計
画
し
て
い
る
本
施
設
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
を
経
て
、
９
月
９

日
に
安
全
祈
願
祭
が
挙
行
さ
れ
、
明

年
２
月
28
日
竣
工
を
予
定
工
期
と
し

て
、
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
実
施

設
計
に
お
い
て
、
管
理
・
作
業
ス
ペ

ー
ス
の
変
更
確
保
の
必
要
性
か
ら
、

３
階
部
分
の
一
部
を
２
階
構
造
と
し

た
た
め
、
建
物
規
模
は
、
鉄
骨
造
５

階
建
、
延
べ
床
面
積
４
５
７
・
８
４

平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
計
画
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

成
16
年
４
月
の
融
雪
に
よ
り

被
災
し
た
町
道
幌
武
意
船
澗

コ
が
高
価
格
で
取
引
さ
れ
、
水
揚
量

で
25
ト
ン
、
水
揚
金
額
で
約
７,

１

０
０
万
円
と
い
う
例
の
な
い
実
績
を

見
ま
し
た
が
、
適
切
な
資
源
管
理
の

下
で
、
今
後
と
も
安
定
的
な
生
産
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

通
り
線
の
法
面
崩
落
箇
所
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
応
急
措
置
に
引
き
続
い

た
早
期
の
本
格
的
な
復
旧
対
策
工
事

が
急
が
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

道
財
政
の
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
補
助
小
規
模
治
山

事
業
の
採
択
に
よ
る
道
の
財
政
支
援

措
置
の
緊
要
性
を
強
く
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

９
月
５
日
、
北
海
道
後
志
支
庁
長

か
ら
同
事
業
に
対
す
る
道
費
補
助
金

の
交
付
決
定
通
知
を
得
ま
し
た
の
で
、

こ
の
度
、
地
質
調
査
の
実
施
を
経
て

「
補
助
小
規
模
治
山
工
事（
幌
武
意
漁

港
地
先
）」
を
発
注
し
、
近
く
着
工
す

る
予
定
で
す
。

工
事
の
概
要
は
、
積
ブ
ロ
ッ
ク
工

延
長
26
ｍ
、
法
面
工
２
８
６
平
方
メ

ー
ト
ル
、
総
事
業
費
約
２,

５
８
０

万
円
で
、
工
期
は
12
月
末
完
成
を
予

年
要
望
運
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
、
幌
武
意
国
有
林
治
山

工
事
が
７
月
13
日
に
着
工
し
、
落
石

防
止
壁
64
ｍ
、
雪
崩
防
止
柵
19
基
を

施
工
中
で
あ
り
、
明
年
２
月
末
完
成

予
定
で
す
。

同
工
事
及
び
町
が
施
工
す
る
補
助

小
規
模
治
山
工
事
の
施
工
に
よ
り
、

道
野
塚
婦
美
線
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
婦
美
地
区
の
交
通

安
全
施
設（
歩
道
）工
事
、
延
長
１
５

０
ｍ
を
施
工
中
で
あ
り
、
年
内
完
成

の
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

16
年
か
ら
の
３
か
年
施
工
に
よ
り
、

国
道
２
２
９
号
交
差
点
か
ら
婦
美
橋

ま
で
延
長
４
７
２
ｍ
の
歩
道
造
成
工

事
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

月
19
日
現
在
、
土
木
関
係
９

件
、
建
築
関
係
２
件
、
水
道

関
係
５
件
の
合
計
16
件
で
、
総
工
事

契
約
金
額
は
７,

１
３
８
万
９
千
円

で
す
。
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事
業
に
よ
る
町
有
林
の
造
成
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。




